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〔フォー ラム:人 と動 物 をめ ぐる地理 学 ・地域研 究 の現在〕

アラスカ先住民 イヌ ピア ック と

ホ ッキ ョククジラの関係 の歴史 的変化

岸 上 伸 啓

Ⅰ  は じ め に

 広大 なッ ン ドラ地 帯が広 が って いる北 ア メ リカの北

方地域 で は,考 古 学 的 には少 な くとも4000年 前 に人類

が生活 を営 んでい た ことが知 られ てい る。彼 らの子 孫

は,極 端 に寒冷 な気 候 に適応 し,地 元 の海獣 や陸獣,

植物 な どを活用 す る こ とによって世 代 を重ね て きた。

と くに極北 地域 の先 住民 の特徴 の ひ とつ は,海 獣 と陸

獣 な ど多種 の動 物 を食料 資源 と してや衣類 や 道具 を製

作す る原材 料 と して利用 した ことであ った。

 極 北地域 の先 住民 と動 物 の関係 は,5つ に大 別す る

こ とがで きる。第1は,資 源 と して利用 の対象 となる

動物 で,極 北民 に とっては捕獲 対象 となる動物 で ある。

第2は,使 役動 物 や牧畜 用動 物で あ る。北 アメ リカの

極北 民 に とって は,イ ヌ と一 時 的であ ったが トナカイ

が それ に該 当す る。 第3は,ワ タ リガラス の ように直

接 的 な関係 は ない が,神 話 の中 に出て きた り,知 識 と

して知 って いた りす る動 物 であ る。第4は,存 在 は知

ってい るが,ま った くか ほ とん ど利用 しない動物 であ

る。第5は,観 賞用 や 愛玩用 の動 物 であ る。極 北 地域

におい てペ ッ トが 出現 した のは最 近の 現象 であ る。極

北 民 と動 物 の関係 は,多 様 であ り,か つ時 間的 に も変    
1)

化 して きた。

 ア メ リカ合 衆 国ア ラス カ州北西 沿岸 地域 に住 むイヌ

ピア ックは,紀 元 後1000年 ごろか らホ ッキ ョククジ ラ

を捕獲 し,食 料 資源 や道具 を製作 す るた めの原材料 と

して利用 して きた。 この捕鯨 を通 してイ ヌ ピア ックは,

ホ ッキ ョクク ジラ と特 別 な関係 を形成 してい る。 本稿

では,そ の 関係 の特徴 と歴 史的 な変化 を報 告す る。

Ⅱア メリカ合衆国アラスカ北西地域の先住民社

 会における捕鯨の歴史と現状

 ホ ッキ ョク クジ ラ(以 下,ク ジ ラ と略称)は 成 獣で

体 長が 約15メ ー トル,体 重 が約50ト ンに達 す る巨大 な

海棲 哺乳類 であ り,季 節 的 に回遊 す る。 クジ ラの体 の

70%は 食料 資源 な どに利 用 す るこ とが で きる。

 アラス カ沿岸 で紀元 後1000年 ごろ に捕 鯨 を経 済基 盤

とす るチ ュー レ文 化が 発生 し,そ れ以 降 ア ラス カ北

西地域 の海 岸地 域で は捕鯨 が生活 の 中心 と して営 まれ,               
2)

独 特 な社会組 織 や儀礼 が形 成 された。 その 文化が 大 き

く変化 せ ざ るをえ な くなった のは,19世 紀 半ば にお け

るベ ー リ ング海 や北極 海 にお ける欧米 人 に よる商 業捕

鯨の 開始 であ った。 ク ジラ を乱獲 した結果,ク ジラ資

源 は枯 渇化 し,1914年 には最後 の捕鯨 船が 北極海 を去

った。1848年 か ら1914年 の間 に1万8千 頭 以上 の クジ
             3)
ラを捕獲 した と推定 され てい る。

 商 業捕鯨 の時代 が過 ぎ去 った後 も,イ ヌ ピア ックら

は捕鯨 を継 続 した。す で に1931年 か ら国際捕鯨 協定 に

よって ホ ッキ ョク クジ ラの捕獲 は全面 的 に禁止 されて

い たが,イ ヌ ピア ック らの捕鯨 には｢先 住 民適用 除外

項｣が 適 用 されて きた。 しか し,1977年 には クジ ラの

資源 量が 少 ない と して,国 際捕鯨 委員 会 はイ ヌ ピア ッ

ク らの捕 鯨 を禁止 しよ うと した。 この動 きに対 して ア

ラス カ の イ ヌ ピア ック は,ユ ピッ ク と と もに ア ラ ス

カ ・エ ス キモ ー捕 鯨 コ ミッシ ョン(AEWCと 略 称)

を結 成 し,ア メ リカ合衆 国政府 の協 力 をえて 国際 捕鯨

委員 会 に対 し,政 治 的 な働 きかけ を行 い,1978年 に は

年 間12頭 の捕獲 もし くは18回 の銛 打 ち の許 可 を得 た。

国際捕鯨 委員会 の総 会 で5年 ご とに審議 の うえで,捕

獲 頭 数 を決 め る よ うにな った。 また,AEWCは ア メ

リカ合 衆 国 政府 の 海洋 大気 庁(NOAAと 略称)と ク

ジラ資源 の共 同管理 を開始 した。

 2008年 の 時点で 報告者 の調 査地 であ るバ ロー村 には

約55組 の捕鯨 グル ー プが存 在 し,ク ジ ラが村 の近 くを

回遊す る春 と秋 に捕 鯨 に従事 してい る。 この捕 鯨 は,

国際捕鯨 委員会 の もと先 住民 生存捕 鯨 として 年間 あた

りの捕獲 頭数 に制 限が課 せ られ た うえで,実 施 されて

い る。 しか も,ク ジ ラの肉 や皮脂 は現金 で売 買 される
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こ とはな く,む しろ捕鯨 の ため には現金 を投 資 しなけ

れば な らない。捕獲 した クジ ラの 肉や皮 脂 は,ル ール

に従 って関係 者や村 人 に分配 され る と ともに,ナ ル カ

タ ック祭 や ク リス マス,感 謝祭 の村 全体 の祝 宴で消 費

され てい る。 捕鯨 と獲物 の分 配 ・消費 は,現 在 の イヌ

ピア ックに とって も重要 な社会 ・文化 ・経済 ・政治 的
          4)
な活動 であ り続 けてい る。

Ⅲイヌピァックとクジラの関係の特徴 とその変

 化

 イヌ ピア ック社 会で は,動 物 と人間 の社会 関係 が世

界観 や生業 活動 にお いて重要 な役 割 を果た して い るこ       
5)

とが知 られ てい る。沿岸 地域 に住 む イヌ ピア ックに と

って ク ジラは特別 な存在 で あ り,特 殊 な関係 を形成 し

て きた。 この ため,彼 らは独 特 な クジラ観 を持 つ よう

に な り,彼 らとクジ ラの関係 を維 持 させ るため に,さ

まざま な対応 を行 って きた。

            6)

(1)イ ヌ ピア ックの クジ ラ観 イヌ ピア ックは,遠 く

か らク ジラは人 間の話 を聞 いた り,人 間 の行 動 を見 た

り,に お い をかい だ りす る能力 を持 って い ると信 じて

い る。 しか も彼 らは,ク ジ ラは よい 人間 とわ るい人 間

を識 別す る ことがで き,ク ジ ラは よい人 間のた め に自

ら意 図 的に命 を ささげ る と信 じてい る。 イヌ ピア ック

に とって,ク ジ ラは捕 るため の対 象 で はな く,特 定 の                      
7)

人 間 に捕 られ るた めにや って きて くれ る存 在で あ る。

 イヌ ピア ックの人 々 は,ク ジ ラが特 定 のハ ンターに

捕獲 され にや って くる のは,そ のハ ンターの妻 に ひ き

つ け られ るか らだ と考 えてい る。 クジ ラを ひ きつ ける

ハ ンターの妻(女 性)は ,ほ かの 人々 に対 して寛大 で

か つ,適 切 な行動 を とる人間 だ と考 え てい る。 この よ

うに捕鯨 におい ては,女 性(ハ ン ター の妻)は,ク ジ                   8)

ラを ひ きつ け るとい う儀礼 的 な役割 を果 たす 。そ して

捕獲 後 にハ ンターが,霊 魂(イ ヌア)が 宿 る とされて

いる クジ ラの頭部 を海 中 に戻 す と,そ の クジ ラが再 生

し,ハ ンターの妻 が ほかの人 々 に対 し寛 大 に振 舞 うか

ぎ りは,同 じハ ン ターの も とに再 び捕 られ るため に戻

って くる と信 じられ てい る。

 このた め,イ ヌ ピア ックは捕鯨 をたん に獲 物 を捕獲

す るため の物 理 的な活 動で はな く,聖 な る活 動で あ る     
9)

と考 えて いる。

(2)イ ヌ ピア ックの対応 イヌ ピア ックは,ク ジ ラ と

適切 な関係 を保 つ ため には,や るべ きこ とやや って は
              10>
な らな い ことが あ る と考 えて いる。

 a.伝 統時代 の イヌ ピア ックの対 応 1950年 代 にア

ラス カ北西 地域 で調査 に従事 したR.ス ペ ンサ ー は,

古老 とのイ ン タビュー調査 に よって過 去 を再 現 してい

る。彼 は,イ ヌ ピア ックが ク ジラ との関係 を維持 す る

ため にさ まざまな タブーや お守 り,歌 な どを持 って い
         11)
たこ とを報告 してい る。

 春季 捕鯨 に出る前 の4日 間 は,ハ ンター は カ リギ と

呼 ばれ る集会場 に集 ま り,厳 粛 な雰 囲気の 中で過 ご し

た とい う。 その期 間中 は,軽 はずみ な言動 や性 的 な交

渉 は許 されず,ク ジラ について 考 えつつ,静 か に座 っ

て過 ご した。 また,メ ス の アザ ラ シの心臓 や カ リブ ー

の骨髄,メ ス の アゴ ヒゲ アザ ラシの肝 臓 を食べ る こ と

は タブー とされた。 また,月 経 中の ハ ンター の妻 た ち

は,カ リギ に入 るこ とが禁 止 されて いた。

 捕鯨 のた めに海氷 上で キ ャ ンプ中に は,火 を使 用 す

る こ とや料理 す るこ とは許 され なか った。 また,狩 猟

中 には,ボ ー トキャ プテ ンの妻 は,家 の 中 に とどまる

こ とが期 待 され た。彼女 は,縫 い物 をす る こ とや地 下

貯 蔵庫 に入 る こ と,家 に身 をかが め なが ら入 る こ とが

禁止 されて いた。

 捕鯨 に成功 したボ ー トキ ャ プテ ンとその妻 は,ク ジ

ラ に真水 を飲 ませ,捕 獲 され に来 て くれた こ とに対 し

て感謝 の念 を述べ,翌 年 も戻 って きて くれ る よ うに祈

願 した。 さ らにクジ ラの肉 や皮 脂,内 臓 な どを独 占す

る こ とな く,村 人や捕鯨 組 の クルーや 助 けて もらった

ほ かの捕鯨 組 のクル ー に寛容 に分 配 しな けれ ばな らな

か った。

 また,ク ジ ラ を近 くに呼 び寄せ る お守 りや銛 打 ちを

ス ムーズ に行 うため のお守 り,綱 が外 れ た り,絡 ん だ

りしない ため のお守 りをハ ンターは所 持 し,捕 鯨 の あ

らゆ る段 階で狩猟 活動 を成功 させ るための歌 を歌 った

とい う。

 b.現 代 のイ ヌ ピア ックの対応2009年 の時 点で も

イヌ ピア ックの人 々は,ク ジ ラに対 して特 別 な対応 を

とって い る。 ボ ーデ ンホー ンや筆者 に よるバ ロー村 で

の調査 を 中心 に紹介 してみ よ う。

 ク ジラ は,汚 い貯 蔵庫 の 中を嫌 い,汚 い貯 蔵庫 を持

つ ハ ン ター とそ の妻 に は クジラ は近 づか な い とい われ

てい る。 このた めボー トキ ャプ テ ンは,捕 鯨 の シーズ
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ンが始 まる前 に,残 り物 を取 り出 し,掃 除 し,底 に氷

雪 を敷 いて,き れい に しなけれ ば な らな い。 また,残

ってい た肉 や皮脂 は欲 しい村 人 に分与 し,貯 蔵庫 を空

に しなけれ ば な らな い。

 汚れ た狩猟 道具 を もつハ ンターの もとには クジ ラは

近づ かない ので,捕 鯨 に使 用す る狩猟 道具 はつ ね に き

れい に して お く必 要 があ る。 また,ク ジラは血 の色 で

あ る赤 色 を嫌 うの で,ウ ミア ックに乗 り込 むハ ンター

は 白色 の コー トを着 込 む習慣 があ る。

 クジ ラは,攻 撃的 な人 問や争 い の多い 人間 を嫌 うの

で,人 々はで きるか ぎ り争い を避 けた り,ク ジ ラに脅

威 を与 える ような言 動 は避 けた りしなけれ ばな らない。

た とえ ば クジ ラ を捕 りに行 くとい う直 接 的な表現 で

はな く,｢海 に行 く｣な ど とい った婉曲 的 な表 現 を用

いるべ きで ある と され てい る。

 ク ジラは,だ れ が適切 な行 動 を と り,よ い人 間であ

るか を知 っ てい る。 したが って,日 ごろか らボ ー トキ

ャ プテ ンとその妻 は,と くに言動 に注 意す る必要 が あ

る。 た とえば,ク ジラは,獲 物 を独 占す るハ ンターや

その妻 を嫌 うため,ハ ンター も妻 もつね にほか の人 々

に寛大 に接 し,肉 や皮 脂 を分与 す る必 要が あ る。

 クジ ラを引 き寄せ る力が あ る とされ るハ ンターの妻,

と くにボ ー トキ ャプテ ンの妻 は,狩 猟中 はゆ っ くりと

動か な くては な らない。 さらに平和 的 な考 え方 をもち,             
12)

寛容 に振舞 わなけ れば な らない。

 クジ ラの霊魂 は頭 部 に宿 るので,海 に戻 す とその霊

魂 は ク ジラの 姿 に再 生 し(ク ジ ラのパ ー カ を着 て),

同 じハ ンターの も とに戻 っ て くる と信 じられ てい る。

このた め,ク ジ ラを捕獲 し,解 体 した後 は,頭 部 を海
            13)

中に戻す べ きだ と され てい る。

 この ようにイヌ ピア ックは現在 で もク ジラに対 して

特 別 な考 え を持 ってお り,捕 鯨 に従事 す る人 々 の間で

は特別 な言動 がみ られ る。

(3)イ ヌ ピア ック とクジラの 関係 とその変化 1000年

以上 にわた る捕鯨 の歴 史 を通 して培 われ て きた イヌ ピ

ァ ック とクジ ラの関係 とは,捕 獲 す る側 と捕 獲iされ る

側 か らな る関係 で はない。 イ ヌ ピア ック社会 で は,人

間の食 料 となるため に身 を投 げ出す の はク ジラの方 で

あ り,捕 獲 したク ジラ に感 謝 の念 を ささげなが ら儀礼

的 な処置 を し,再 生 させ るの は人 間の方 であ る。 この

関係 は,生 と死 の循 環 を基 調 とす る クジラ と人 間の 問

の互酬 的 な関係 とい え よう。

 このイヌ ピア ック とクジ ラの特殊 な 関係 は,基 本 的

に現 在で も継 続 してい るが,こ の100年 余 りの 問に い

くつ かの変化 が起 こった。 第1の 変 化 は,イ ヌ ピア ッ

クが20世 紀 に入 りキ リス ト教 を受容 したため,ク ジラ

を彼 らに遣 わ してい るのは,キ リス ト教 の神 であ る と

考 える よ うに な り,ク ジ ラと ともに神 に対 して感謝 の

祈 りをさ さげ る.ようにな った。 また,ス ペ ンサ ーが報

告 してい る ように,か つて は捕鯨 に関 して多 数の タブ

ーや お守 り,捕 鯨 を促 進 させ る歌 が存在 してい たが,                     1
4)

キ リス ト教 の影響 下 で ほ とん どが消失 して しまった。

 第2に,グ ローバ ル化や 国民化 の進 展 に よっ て,イ

ヌ ピア ックが多 様 な経済活 動 に従 事 す るよ うにな り,

生活 様式 も多様化 しつつ ある。 この ような社 会変 化の

中で,捕 鯨 はすべ ての イヌ ピア ックがか かわ る活動 で

はな くな りつ つあ る。一 部の イヌ ピア ックに とって は,

クジ ラは観光 資源 や保護 の対象 に なった り,ク ジ ラの

皮脂 は食べ て も,肉 を好 まない若者 も出現 した りして

い る。

 第3に,ク ジラ との 関係や捕 鯨 は,米 国 とい う国家

の中 に取 り込 まれてい る少数先 住民 族 イヌ ピア ック を

他の 人々 か ら区 別す るエス ニ ック ・シンボ ル として も

機 能 して いる とい えよ う。現代 の イ ヌ ピア ッ ト社会 に

お いては,ク ジラや捕鯨 活動 は対外 的 な政治 資源 とな

ってい る。

 この よ うに歴 史的 に形成 され て きたイヌ ピア ック と

クジ ラの 関係 は変化 しつつ あ る。

Ⅳ  結 語

 イ ヌ ピア ックは クジ ラを特別 な存在 であ る とみ な し,

互酬 性 に基 づ く象徴 的 な社 会関係 を形 成 して きた。 イ

ン ゴール ドは,狩 猟民 と捕獲 の対 象 となる動 物 の関係
             15)
は信 頼 関係 であ る と指摘 して いる。 この指摘 は,極 北

の捕鯨民 イヌ ピア ックに も当 ては まる といえ よ う。

 しか しなが らそ の関係 は,キ リス ト教 の受容 やイ ヌ

ピア ッ ク社会 の社会 経済構 造や 食生 活の変 化 に よって

大 き く変化 しつつ あ る。 さらにそ の関係 の変化 は,実

践 の変化 を通 して,歴 史的 に形 成 して きた イヌ ピア ッ

クの世 界観 を変化 させ つつ あ るとい えるだ ろ う。

 現 時点で は,イ ヌ ピア ックに とって クジ ラは,第1

の カテ ゴ リー の関係 に属 してい るが,将 来 的に は,第

3や 第4,第5の カテ ゴリーの 関係 が増 大 してい く可
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能性 が ある。 その場合 には,ク ジ ラの民 として の イヌ

ピア ック民族 の文化 的基盤 を根本 か ら覆す ような社 会

変化 とみ る こ とがで きよ う。 (国立民 族学博 物 ・総合

研 究大 学 院大学)
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